
平成２８年５月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２８年５月３１日（火）午後１時３０分～午後１時５２分
２　場　所　　生涯学習推進センター３階　３０１会議室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、市川雅美教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、末廣和久教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、結城尊弘学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、川上一人保健給食課長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］ 青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　なし
６　開　会　　　本日の議案は、議案第４号の１件。
７　議　題
●議案第４号　所沢市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する訓令について
資料に則り、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長から、以下のとおり説明がなされた。

１点目として、埼玉県都市教育長協議会と埼玉県町村教育長会からの情報提供を受けて、所沢市立小・中学校職員服務規程第３２条に係る規程の改正を行うものである。第３２条の見出し中「の従事」を「への従事等」に改め、同条第１項中「又は」を「若しくは」に、「、事務若しくは営利企業等に従事しようとするとき」を「若しくは事務に従事し、又は営利企業に従事等しようとするとき」に改める。これは、「従事等」とすることによって、例えば、１０キロワット以上の出力の太陽光発電設備による売電収入がある場合、これを自ら営む営利企業にあたるものとして、「等」に含め、経常的に収入が見込まれる活動として、所定の手続きを要するものとして取り扱おうとするものである。
２点目として、様式第６号の休暇願の様式について改正を行うものである。様式第６号の休暇願には、備考欄に『７日以上にわたる病気休暇の場合は、医師の診断書を添えること』と記載されている。しかし、平成２４年２月２３日付けの教委訓令第１号により、病気休暇を受けようとするときは、病気休暇簿をもって願い出ることとなっているため、現在、様式第６号は使用していない。よって、様式第６号の備考欄を削除するものである。
３点目として、様式第９号の介護休暇簿の様式について改正を行うものである。これまで、介護休暇の期間の初日から１年間において、連続する二の期間を限度として、通算して６月の範囲で必要とする期間を認めていたが、学校職員の勤務時間・休暇等の規則の一部改正により、平成２８年４月１日から、連続する三の期間を限度として、通算して６月の範囲で必要とする期間を認めることとするものである。
以下、質疑。

(寺本委員)
介護休暇を取得できる期間が、二の期間から三の期間になったことは、社会的
要請からくるものでしょうか。

(堺学校教育部次長)
 　そのとおりです。介護休暇は先の見通しが立てにくく、いつまで必要となるかが分かりづらいため、三つの期間に分けることで短い間隔で取得できるようになりました。
(吉本委員)

　様式第６号の備考がなくなった理由は、病気休暇に関しては、病気休暇簿を使って届け出ており、病気を理由に様式第６号を使うことがなくなったため、という理解でよろしいでしょうか。
(堺学校教育部次長)
　　そのとおりです。

 (清水委員)
兼職に関して、その他に考えられる営利企業はありますか。
(堺学校教育部次長)
不動産業、駐車場賃貸業、消防団に係る兼業が考えられます。
(清水委員)
これは届出を出せば認められるということでしょうか。
(堺学校教育部次長)
そのとおりです。

(大岩教育長職務代理者)

介護休暇で取得できる期間が二から三に増えたことで、休暇を取れる期間がより細分化されることになるが、休暇中の代替の教員を探す際に難しさが出てこないでしょうか。
(堺学校教育部次長)
介護休暇を取得した教員は、平成２７年度が１名、２６年度は０名、２５年度が１名でした。平成２７年度に取得した１名は、６月間取得していましたが、しっかりと代替教員をあてることができました。ご指摘のとおり、二の期間、三の期間を取得する場合、その代替の教員を探すことは、容易ではないと予想されます。
(大岩教育長職務代理者)

規定改正によることなので、やむをえないが、介護休暇を取得するごとに、代替の教員が変わると、学校や子どもたちに支障が出ると思うので、大変だとは思うが、代わりになる教員をしっかり探してほしいと思います。

(堺学校教育部次長)
親族の介護が必要で退職した教員が実際にいるため、介護休暇に関する今回の改正は、教員の離職者を減らすという目的もあります。
(大岩教育長職務代理者)

市の職員は、どのような規定になっていますか。
(市川教育総務課長)
市の職員は、介護休暇を分割して取得することは認められておりません。
(大岩教育長職務代理者)

県の職員に関しては、いかがでしょうか。
(市川教育総務課長)
今回の規定の改正は、知事部局の改正に伴って行われており、知事部局も同様に三つの期間に分割して取得できると聞いています。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
　
８　協議事項　なし
９　報告事項

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の５月から８月までの主な行事予定について(教育総務課) 
(内藤教育長)
狭山ヶ丘中学校に対して、近隣の企業からブラスバンドの楽器を寄付していただきました。楽器は現物でいただいたが、金額にすると７００万円相当の価値があるものだということです。

また、子どもの読書活動が非常に優秀だということで、所沢図書館が文部科学大臣から表彰をいただきました。詳細については、中村所沢図書館長より説明をお願いします。

(中村所沢図書館長)

子どもの読書活動推進に関して、特に優れた活動の実績が認められ、所沢図書館本館が文部科学大臣より表彰されました。先日、表彰状が届き、館内に展示させていただいています。これは、子どもに関係する課や機関と連携して取り組んでいる点が、特に評価されたものであります。　
１０　その他

・教育委員会会議６月定例会 ：６月２８日（火）午後２時００分　　　　　　　　　　　　　
市役所６階　６０２会議室

・学校視察：６月２８日(火）午前１０時４０分～午後１時１０分

　　　　　　　　　　　　　　　牛沼小学校、松井小学校

北小学校、所沢小学校

・教育委員会会議７月定例会 ：７月２５日（月）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　
市役所６階　６０２会議室

１１　閉　会　午後１時５２分

